
東南 アジア大陸部 における

民族間関係 と 「地域」の生成

1.研 究組 織

研究代表者:高 谷 紀夫(広 島大学総合科学部 ・助教授)

研究分担者:林 行夫(京 都大学東南アジア研究センター ・助教授)

長谷川 清(岐 阜教育大学外国語学部 ・助教授)

2.研 究の ね らい ・目的

シャン、 ラオ、タイ ・ルーをは じめとす る東南アジア大陸部におけるタイ系諸族は、他の言

語集団に比べ、分布領域が塊状をなして連続す る。 このことが歴史的に成立 してきた様々な政

治的単位の 同質性 と異質性を際だたせており、その比較研究の有効性の根拠をな している。本

研究の主 目的は、タイ系諸族を中心に諸民族がそれぞれ帰属する国家、さらには周辺国家の影

響を視野に入れた社会 ・文化複合 についての比較研究をとりまとめ発展 させ ると同時に、国境

を越えて展開する東南 アジア大陸部全体の 「地域」の生成論理 と民族間関係に関す る基礎 的な

理論研究に寄与す ることにある。

3.平 成7年 度の研 究経過

上記の目的のために本年度は、今まで蒐集 してきた基礎資料を持 ち寄 り、具体的な事例を照

合す ることによる比較研究 と、研究課題 に関す る知見を深めるべ く、当該地域 の他地域で臨地

調査に従事 した研究者、さらに他の研究分野で現地体験を持つ専門家を積極的に招いて研究会

を開催 した。特 に東南アジア大陸部の非 タイ系諸族の研究者を集中的に招いて討議、議論を展

開 した。本年度 は 「地域性の形成論理」計画班 との合同研究会(テ ーマは 「東南アジアの民族

と複合性」)を 加えて、計5回 実施 した。それ ぞれの研究会の概略は以下の通 りである。その

詳細は、後述の、4.研 究の成果 とフロンテ ィアに譲る。

(第1回 研究会)

日 時:平 成7年10月7日 ～8日

場 所:ひ ろしま国際センター(広 島市)

話題提供者および トピック:
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口

内

辺

谷

武

渡

裕久(神 戸大学)

「比較か らみたふたつの民族社会～

～ ミャオ(Miao)族/モ ン(Hmong)族 の事例か ら～」

房司(学 習院大学)

「中国史の中の苗族～"苗"を め ぐる諸言説～」

佳成(岡 山大学)

「コンバウン朝前期の 「民族」の認識」

(第2回 研究会)

日 時:平 成7年12月26日 ～27日

場 所:長 良川国際会議場(岐 阜市)

話題提供者お よび トピック:

吉野 晃(東 京学芸大学)

「ミエ ン ・ヤオ族の移住 と民族アイデンテ ィテ ィ」

西井(鈴 木)涼 子(東 京外国語大学 アジアアフリカ言語文化研究所)

「南タイの村落における実践宗教

～ケーク(ム ス リム)と タイ(仏 教徒)～ 」

林 行夫(京 都大学東南アジア研究センター)

「最近のタイ研究か ら」

(第3回 研究会 「地域性の形成論理」計画班 との合 同研究会)

日 時:平 成8年3月3日

場 所:京 大会館(京 都市)

話題提供者および トピック:

速水 洋子(東 北大学)

「北タイ ・カ レン族における 『民族」と 『文化」の再考

～仏教化の事例か ら～」

高谷 紀夫(広 島大学)

「『シャン文化』と地域性」
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(第4回 研究会)

日 時:平 成8年3月4日

場 所:京 都大学東南アジア研究センター(京 都市)

話題提供者及び トピック:

川村 清志(京 都大学)

「民謡によって表象 される 『地域」

～民謡研究の相対化をめざ して～」

曽 士才(法 政大学)

「貴州 ミャオ族の民族文化 とr現 代化』」

(第5回 研究会)

日 時=平 成8年3月16日

場 所 二大阪市立大学文化交流センター(大 阪市)

話題提供者及び トピック:

田中 和子(大 阪外国語大学)

「パガン朝時代の ビルマの仏教」

研究組織を構成する3名 は、デ ィスプ リンは異なるが、80年 代 より東南アジア大陸部の上座

仏教 圏を中心にそれぞれ隣接する二国以上でのフィール ドワークに従事 し、国立民族学博物館

などでの共 同研究会を通 じて議論を重ねて きた。平成6年 度 において もプレ研究会 として 「東

南ア ジア大陸部における民族間関係のなかのr民 族」 とr社 会』の動態」を実施 し、準備 を進

めてきた(平 成7年1月 実施)。

本年度の活動状況と しては、研究代表者の高谷は、東京、鹿児島などで資料蒐集 と情報交換

を行 い、研究分担者で ある長谷川 と緊密 に連絡を取 りなが ら、共同研究会の立案、運営を行 っ

た。もうひとりの研究分担者である林は、京都大学東南アジア研究セ ンター ・バ ンコク事務所

に平成6年 度か ら本年度の前半にかけて勤務 し、資料蒐集 と現地研究者 との交流に努め、その

成果を後半の研究会において報告 している。

4.研 究の成 果 とフロンテ ィア

1年 間を通 じての議論の内容 と今後の共 同研究の方 向性は次の諸点に集約される。
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(1)研 究対象の見方、見せ方、見え方

(2)移 動の記憶 と民族意識

(3)「 地域性」の意識

(4)「 民族」と 「文化」の語 り方

個 々に総括的に以下に示 したい。

(1)研 究対象の見方、見せ方、見え方

本年度の研究会 においては、それぞれのテーマにおける分析 もさることなが ら 「民族」をめ

ぐる研究者 自身の視点が問われた。研究対象をいかに捉えるか、研究す る立場をいかに相対化

す るかな どが共通する問題点 とな り、その 「見方」 「見せ方」の脈絡において研究対象の 「見

え方」を考察 しようと試みたのである。

武内房司氏、渡辺佳成氏か らは、文献史学の立場か ら政治権i力と 「民族」の相互作用 に関す

る研究報告を受けた。具体的には、武内氏は 「苗」族の言説を、渡辺氏は、 ビルマ王権の論理

をテーマとした。それぞれ交錯す る記述の存在を確認 しなが ら、民族の呼称 と権力の中心によ

る諸民族の処遇をめ ぐる当事者と記述す る主体の意識 と相克、さらに 「他者を見るまな ざし」

に依拠せ ざるを得ない研究の立場が提示 された。前者 は、 「民族/を め ぐる実態研究と観念論

的研究のふたつのアプローチをいかに弁証法的に批判するか という問題意識につ ながる。 また

後者は、 フィール ドにおいて交錯す るさまざまな 「まなざし」を今後 どう捉えるか、という論

点に展開 していくと思われ る。ここでい う 「まなざし」とは、研究者(部 外者)の まなざ し、

「文化」の担い手のまなざし、当事者が他者を見 るまなざし、現地研究者の現地へのまなざし、

国家のまなざしなどを含んでいる。その うち現地研究者が 自民族を見つめるまな ざしは、注 目

すべき最近の動向である。部外者 としての我 々の今後の視座の検討が重要な検討課題となる。

(2)移 動の記憶 と民族意識

民族間関係をめ ぐる比較研究 として、本年度のテーマの一一つ となったのは、現在国境線の両

側で生活する人々の移動の記憶とその意識の問題である。谷口裕久氏は、中国の ミャオ(Miao)

族、タイのモン(:Hmong)族 の事例か ら、吉野晃氏は ミエン ・ヤオ族の事例か ら報告を行 った。

移動 という行動の軌跡 もさることなが ら、周辺の民族 との交渉によって形成され ると想定 され

るアイデンテ ィテ ィが注 目される。吉野氏は、 この民族アイデ ンティティといわれるものは、

一般 に過去志向的な集団アイデンティティであると指摘する。また谷 口氏は、帰属す るそれぞ

れの国家におけるマイノ リテ ィとしての民族語、民族文字の処遇について言及 した。武内、渡
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辺の両氏が政治的中心か らの周辺民族への記述か ら出発 しているの と対照的に、吉野、谷 口両

氏は周辺民族の側 の記憶 と自画像か ら民族間関係をイメージしている。 しか しなが らこの二つ

のアプローチは、単にデ ィシプリンの違いによるものと解す るのではな く、その双方あるいは

中間において今後の研究は発展 しなければならないのである。

(3)「 一地域性」の意識

西井氏の報告す る南 タイにおけるムス リムと仏教徒 との社会関係の事例は、宗教的価値観の

異なる人 々の共生状況を浮き彫 りにす る。宗教 的な行動様式は双方の宗教 システム内で完結す

るものではないのである。速水氏 は、北 タイのカ レン族を対象にその宗教変容についてさらに

踏み込んだ議論を展開 している。タイ国家の行政 と仏教界における 「山地民族仏教化」のプロ

ジェク ト対象地域において、カ レン族側が どのように仏教を受容 し、 自文化、伝統を どのよう

に再検討 しているかを、国家のまなざしの中で儀礼システムの変化を軸に分析 しようと試みる。

高谷氏は、北タイのシャン(タ イ ・ヤイ)族 の守護霊儀礼の変容と多様性を事例 として紹介 し、

民族間関係研究の研究者側のまなざしを整理 しようと試みた。 曽氏は、中国貴州 ミャオ族が国

民国家への統合過程 において、圧倒的な漢文化の もとで直面す る社会変動を観光化などの豊富

な事例か ら考察する。田中氏の報告は、 ビルマ古代史におけるパ ガン朝の仏教の成立に至 る過

程を文献史学の立場か ら明 らかにしようとした。それぞれが立脚す るフィール ド、時間軸、視

点は異なるが、その地域を領有する国家の存在を意識 しなが ら、南タイ、北タイ、 シャン高原、

中国貴州、 ビルマ中央部 とい う空間の 「地域性」を問題としているのである。

(4)「 民族」 「文化」の語 り方

川村氏の報告は、国民文化 としての民謡の成立をたどりなが ら、地域社会における民謡の客

体化 にせ まろうとする。人々の 自文化あるいは歴史の語 り方の事例 として興味深いだけではな

く、今まさに東南 アジア大陸部周辺で進行 しつつある類似す る事象の分析において方法論的に

参照 に耐えるものである。

「地域」には、客観的に規定 される地域 と、 自己認識としての地域が あり、また中央 に対す

る周辺 とい うイメー ジがある。フィール ドワー クを展開する研究者 は、ディシスプ リンを問わ

ず、国家の存在を意識せざるを得ない。換言すれば、周辺部をフィール ドとしていて も、国家

への まなざしを抜きに して多様な事象を記述することはできないのである。今後は、力学的な

領域における民族間関係研究のアプローチの可能性を探究するべきであろうし、民族の記憶、

語 り方 における要素の 「選択」のあ り方 も注 目すべ きと思われる。
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なお、本年度、当研究組織が母体 の共同研究会ではないが、京都大学東南アジア研究セ ンタ

ー主催のフォーラムにおいて、 「タイ系社会におけるr自 文化」の構築 」をテーマに次のよう

な報告がな された。研究分担者が発表 し、 しか も研究課題 と密接に関係す る内容であ り、その

後の研究会 においてそこで行われた議論を十分取 り入れたことを付記す る。

(東南アジア学フォーラム)

日 時:平 成8年3月2日

場 所:京 都大学東南アジア研究 センター(京 都市)

話題提供者及び トピック:

林 行夫(京 都大学東南アジア研究セ ンター)

「ラオ人社会 に見 る 「自文化」の構築～担い手とその周辺～」

馬場 雄 司(同 朋大学)

「タイ ・ルー社会にとっての国家 と移住

～地域の歴史的想像力をめ ぐって～」

5.今 後の課題

今後 も、研究会を複数回開催 し、本年度展開 された議論をさらに深めたい。具体 的には

「民族間関係」研究の方法論的発展、文化を見るまなざしなどのテーマを継続 して討議す

る予定である。また本年度必ず しも十分ではなか った 「地域研究」との接合の追求につい

て も考慮するつ もりである。最終的には、報告書の取 り纏めを行 いたい と考えている。

6.研 究 業 績

図 谷 紀 夫

「イ ン レ ー 湖 の イ ンダ ー 族 ～ ビル マ 文 化 と シ ャ ン文 化 の は ざ ま で ～ 」 「季 刊 民 族 学 』No.73:6-25,

1995.

「ビル マ 精 霊 伝 説 考 ～ コ ー ミ ョ ウ シ ン(KoMyoShin)の 伝 承 か ら ～ 」 福oη1〃iθπ`α5飢 麟cα26:

293-315,1995.

林 行夫

Notes on the 

  Peoples in

Inter-ethnic Relation 

Southern Laos," paper

in History: With Special 

presented at the Seminar

Reference to Mon-Khmer 

on "Ethnic Groups in Sakon
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Nakhon held at Ratchaphat Sakon Nakhon, 3-5 July, pp. 1-26, 1995.

「カンボジア仏教の復興過程に関する基礎研究～現地調査報告資料～」大橋久利編rカ ンボジアの

　 社会と文化～現地調査報告資料～』カンボジア総合研究会(文部省科学研究費補助金国際学術研

究), PP. 290-389, 1995.

長谷川清

「美 しき 『西 双版 納 』の 誕生 」 曽士 才他 編 『ア ジア読 本 ～ 中国 』 河 出書 房 新 社,pp.295-301,1995.

「 『宗 教 』 と して の上 座 仏教 ～ シプ ソー ンパ ンナ ー 、 タイ ・ル ー 族 の仏 教 復 興 とエ スニ シテ ィ～ 」

　 杉 本 良 男編r宗 教 ・民族 ・伝 統 ～ イ デオ ロギ ー論 的考 察 』 南 山大 学 人 類 学研 究 所,pp.55-82,

　 1995.
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